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IN 野洲川河川敷公園 

活動日時： 1 月 11 日（日） 

活動プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体感想＞ 

 

午前 

集合・移動 

おはようございます。今年もどうかよろしく

お願い致します。2015年初めの活動は『凧』

を作って、みんなで競うよ。誰の凧が一番あ

がるかな？ 

あいさつ 

凧作成① 

凧作りをする上で今回「みんなで作る」こと

をルールとするよ。みんなで協力して足並みを

そろえて作っていく為には何を意識しないとい

けないかな？各グループ『みんな』という言葉

を意識して作っているね。 

昼食 

一旦作業を止めて昼食を食べよう。河川敷

は風が吹き抜けていくから固まって食べよう。

この寒さも自然体験活動の一環として感じよ

う。それでも寒いね…。 

午後 

凧作成② 

凧も完成に近づいて、最終調整に入ってき

たね。完成したら一度とばしてみよう。紐が外

れたり、骨組みが取れたりしたらすぐに補強し

て直していこう。グランプリがもうすぐで開幕

するよ！！ 

凧あげ 

グランプリ 

グランプリ開幕！！誰の凧が一番高く、キ

レイにあがっているかな？どの凧も風に乗って

上手にあがっているね。自分たちでつくった凧

があがっている様子を見て、大満足！！ 

振り返り 

解散 

活動の初めに伝えたとおり、「みんなで作

る」事ができたかな？みんなで一緒に何かを

するために必要なことを今月の活動を通して

感じることができたかな？みんなで一緒に何

かをすると自然と声が出て、手伝って、完成

の喜びを分かち合う事ができたね。みんなで

一緒にすることで得られた気持ちを忘れずに

次の活動にも活かしていこう！！ 

「凧を作って、揚げる」と聞くと活動に対する楽しみな気持ちが出てくる反面、参加者皆さんにとって

実際に行うとその難しさを感じておられたようで、そのためかいつも以上に本気さを感じました。今月の

活動時においてのルールが「みんなで足並みを揃えて行動をする」でした。早く作りたいから勝手に進め

るのではなく、みんなで一つ一つ作業を確認しながら行うことで、どうすればグループの効率化を計れる

かをグループみんなで考えてもらいました。すると自然と話し合いや手伝いが生まれ、目に見える「協力」

がありました。わらべのメンバーにとって協力して何かを成す事はまだまだ発展途上ですが、今月のメン

バーの動きから『必死』さを感じました。必死になることはとても大事と考えていますので、これからも

わらべメンバーが必死になれる活動を行っていきます。           （竹中 哲郎） 


